
有田川町社会福祉協議会ホームページ有料広告掲載要綱 

 

（目的） 

第 1条 この要綱は、社会福祉法人有田川町社会福祉協議会（以下「当会」という。）のホー

ムページに掲載する有料広告（以下「広告」という。）に関し、必要な事項を定めることを

目的とする。 

 

（掲載基準） 

第 2 条 ホームページに掲載することができる広告は、次の各号のいずれにも該当しないも

のとする。 

（1）投機的商品の広告 

（2）出資者及び出資金の募集広告 

（3）霊感商法などの不良商法と認めるものの広告 

（4）債権取り立て、回収等の広告 

（5）消費者金融の広告 

（6）特殊な結社団体の広告 

（7）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律で「風俗営業」と規定される業種の

広告 

（8）興信所等の広告 

（9）法規に触れる危険物の販売広告 

（10）危険を伴う民間療法の広告 

（11）人権を害するおそれがある広告 

（12）法律で禁止されている商品や、無許可商品、粗悪品などの不適切な商品、サービスを

提供する広告 

（13）他を誹謗、中傷又は排斥する広告 

（14）当会の広告事業の円滑な運営に支障をきたす広告 

（15）非科学的又は迷信に類するもので、利用者を迷わせたり、不安を与えたりするおそれ

のある広告 

（16）社会的に不適切な広告 

（17）国内世論が大きく分かれている広告 

（18）社員、アルバイト、パート等の募集広告 

（19）その他会長が掲載を不適切と認める広告 

 

（広告の内容） 

第 3 条 広告は、広告主の指定するホームページにリンクするバナー広告とし、広告主の事

業内容、広告及びリンク先のホームページの掲載内容は、要綱第 2条の基準に準ずるもの

とする。 



 2 広告の規格は、次のとおりとする。 

（1）縦 50ピクセル×横 150ピクセル 

（2）8キロバイト以内 

（3）GIF形式または JPEG形式 

（4）アニメーションは、不可とする。 

 3 次に掲げる表現は、禁止する。 

  （1）「閉じる」、「はい」、「いいえ」、「キャンセル」等の操作手順を模した表現 

  （2）アラートマーク、テキストボックス、プルダウンメニューを模した表現 

  （3）当会の実施する事業名に類似した表現 

  （4）前 3号に掲げるもののほか、利用者の意思に反した動きをする表現又は利用者に誤

解を与え、若しくは誤解を与えるおそれのある表現 

  （5）会長は、広告の内容が前各号に抵触又はそのおそれがあるときは、申込者に対して

広告の内容等の変更を求めることができる。 

 4 広告原稿にイラスト・写真・ロゴ等を使用する場合は申込者において著作権及び肖像権

の確認を行い、著作権料等が発生する場合は申込者の負担とする。 

 

（広告の掲載位置等） 

第 4 条 広告の掲載場所は、ホームページのトップページ及び各ページとし、当該ページ内

での掲載位置は、当会が指定するものとする。 

2 広告の枠数は、最大 6枠とする。 

 

（掲載料） 

第 5条 掲載料は１ヶ月 1 枠 3,500 円を最低価格とする申請額を基に決定した金額とする。

ただし、申請時に連続掲載を申請する場合は次の割引率を適用する。 

 割引率 

2ヶ月・3ヶ月 5％ 

4ヶ月・5ヶ月 10％ 

6ヶ月・7ヶ月 15％ 

8ヶ月・9ヶ月 20％ 

10ヶ月・11ヶ月 25％ 

 12ヶ月 30％ 

 

（掲載料の納入） 

第 6 条 広告掲載の許可を得た場合は、決定後 1週間以内に当会の指定する方法で掲載希望

期間に係る掲載料の全額を納入しなければならない。 

 



（掲載料の還付） 

第 7 条 既納の掲載料は、原則として還付しない。ただし、広告掲載が決定した後に当会の

責めに帰する事由により、広告を掲載することができなかったときは、掲載料を還付する

ものとする。 

 2 前項の規定により還付する掲載料には、利息を付さない。 

 

（広告主の募集） 

第 8条 広告主の募集は、当会ホームページ等により行うものとする。 

 

（広告掲載の申込み） 

第 9 条 申込みは、掲載希望月の前々月 15 日までに有料広告掲載申請書（様式第 1 号）に

広告案及び広告主の業務内容が分かるもの（会社案内、企業広告等）を添えて提出しなけ

ればならない。 

2 広告内容に変更が生じたときは、すみやかに有料広告掲載内容変更届（様式第 4号）に

変更しようとする広告原稿を添えて提出しなければならない。 

3 提出する広告原稿は、電子データ及びプリントアウトしたものとする。 

 

（広告掲載の決定） 

第 10条 会長は、前条に規定する広告掲載の申込みがあったときは、この要綱に適合するか

審査し、掲載の可否を判定する。 

 2 申込みが多数の場合は、次に掲げる順位により掲載を決定する。 

 （1）町内に本社、本所等を置く広告主。 

 （2）長期（複数連続月）の申込みを行なった広告主。 

 （3）最も高額な掲載料の申請をした広告主。 

 （4）抽選により決定する。 

 3 会長は、前項の規定により広告の掲載または非掲載を決定したときは、当該申請者に通

知する。 

 

（広告掲載の取消し） 

第 11条 会長は、次の各号のいずれかに該当するときは、直ちに広告掲載を取り消すことが

できる。なお、この場合、納付済みの掲載料の還付は行わない。 

（1）指定する期日までに掲載料の納入がないとき 

（2）指定する期日までに広告原稿の提出がないとき 

（3）第 9条第 2項の規定による手続きを広告主が行なわないとき 

（4）第 3条第 3項（5）の求めに対し、広告の内容等の変更を広告主が行なわないとき 

（5）広告主又は広告内容が不適当と判断したとき 

 



（広告の掲載期間） 

第 12条 広告掲載期間は 1ヶ月単位とし、連続する掲載期間は最長 12ヶ月とする。ただし、

年度を超えることはできない。 

 

（広告主の責任等） 

第 13条 広告主は、掲載した広告の内容について一切の責任を負う。 

 2 広告等の作成経費は、広告主の負担とする。 

 

（その他） 

第 14条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別途協議の上定めるものとする。 

 

附則 

この基準は、平成 29年 11月 20日より施行する。 


